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広報WARABI
～今月の特集～

◦いきいき高齢者…………………２
◦新市立病院の基本設計が完成…６
◦国際青少年キャンプ……………８

夏の風物詩「わらび機まつり」
　先月上旬に開催し、駅前通りは華やか
な箱飾りで彩られました。延べ20万人が
来場し、輝く笑顔があふれていました。



生
徒
と
談
笑
し
な
が
ら
指
導
す
る
船
津
さ
ん

を
通
し
て
美
し
い
色
彩
を

楽
し
む
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。

船
津
さ
ん
は
50
年
に
わ
た
り
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を
作
り
続
け
、
現
在

は
南
町
の
教
室
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
出
身
の
船
津
さ
ん
。
港

町
の
町
並
み
に
は
、
当
時
と
し
て

は
珍
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ

り
、
そ
の
美
し
さ
に
、
い
つ
か
自

分
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
憧
れ
て

い
ま
し
た
。
56
年
前
に
蕨
に
移
り

住
む
と
、
一
念
発
起
し
て
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
教
室
へ
。
毎
日
の
よ
う

に
通
い
、
作
品
作
り
に
情
熱
を
注

ぎ
ま
し
た
。
数
年
が
た
っ
た
頃
、

教
室
に
展
示
し
て
あ
っ
た
船
津
さ

ん
の
作
品
が
近
所
の
設
計
事
務
所

の
目
に
留
ま
り
、
初
め
て
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
を
建
物
に
提
供
す
る
こ

と
に
。
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
優
れ
た
色
彩
は
評
判
を
呼

び
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
制
作
の
注

文
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
幼
稚
園
や
ホ
テ
ル
、
住
宅

な
ど
、
１
０
０
件
以
上
の
建
物
に

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
提
供
し
、
空

間
を
美
し
く
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
船
津
さ
ん
の
教
室
に
は
、

ガ
ラ
ス
を
手
に
和
気
あ
い
あ
い
と

談
笑
し
な
が
ら
自
分
だ
け
の
作
品

作
り
に
取
り
組
む
生
徒
さ
ん
た
ち

が
い
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
を
切
っ
た

り
、
鉛
を
入
れ
た
り
と
、
手
間
の

か
か
る
作
業
が
多
い
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
教
室
は
、
な
ん
と
一
日
６

時
間
に
も
及
び
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
は
「
先
生
は
い
つ
も
元
気
で

活
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
と
っ
て

も
若
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
優
し
く
穏
や
か
に
指

導
す
る
船
津
さ
ん
に
元
気
の
秘
訣

を
伺
う
と
「
作
品
が
出
来
た
と
き

の
生
徒
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
な
顔

が
い
ち
ば
ん
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。

楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
手
を
動

か
す
の
が
、
脳
に
と
っ
て
も
い
い

の
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特集：いきいき高齢者

シニアの力～

元気の秘訣
け つ

　今月21日は敬老の日。高齢 者の皆さんの元気な姿は、
まちを明るくしてくれます。 ここ２、３㌻では、地域に
貢献しながら毎日をはつらつ と過ごす２人を紹介します。

～シルバーのお仕事（一部抜粋）～ 入会説明会のご案内
　入会に当たっては、説明会への参加が必要です。

《今月の開催日程》※事前予約制

24日（木）　午前９時半　旭町公民館
※以降の日程は同センターへ。
《予約方法》
電話で同センターか右記二次元コード

 管理業務	 サービス業務
 ○公共施設管理 ○家事サービス
 ○放置自転車対策 ○家庭内ゴミ出し
 ○駐車場管理 ○蜂の巣駆除

一般作業	 	 技能を生かす仕事
○マンション清掃 ○ビル清掃 ○植木の剪

せん

定・伐採
○電球交換 ○除草 ○賞状宛名書き

生徒の笑顔が元気の秘訣です

船
ふな

津
つ

 眞
ま

佐
さ

子
こ

 さん　88歳　南町

光
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の
玄
関
口
で
あ
る
蕨
駅
。

駅
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
が

気
持
ち
よ
く
一
日
を
始
め
ら
れ
る

よ
う
、
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
以
下「
シ
ル
バ
ー
」）会
員
の

皆
さ
ん
が
毎
朝
清
掃
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
山
口
孝
平
さ
ん
の
は
つ

ら
つ
と
働
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
製
本
業
界
で
働
い
て
い

た
山
口
さ
ん
は
、
仕
事
の
丁
寧
さ

と
注
意
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

退
職
後
も
、
自
分
の
性
格
に
合
う

仕
事
を
し
た
い
と
、
５
年
前
に
シ

ル
バ
ー
に
登
録
。
５
人
の
仲
間
と

シ
フ
ト
を
組
み
、
蕨
駅
周
辺
の
環

境
を
き
れ
い
に
保
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
清
掃
で
は
、
駅
前
は
も

ち
ろ
ん
、
周
辺
の
路
地
も
回
っ
て

ご
み
を
拾
っ
て
い
き
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
の
小
さ
な
ご
み
も
見

逃
し
ま
せ
ん
。「
が
ん
ば
っ
て
き
れ

い
に
し
続
け
て
い
た
ら
、
だ
ん
だ

ん
と
ポ
イ
捨
て
が
減
っ
て
き
た
ん

だ
よ
」
と
通
り
を
指
さ
し
、
一
生

懸
命
き
れ
い
に
し
て
き
た
駅
前
を

い
と
お
し
そ
う
に
見
つ
め
ま
す
。

　
「
仕
事
を
し
て
、食
べ
て
、寝
る
。

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の
お
か
げ
で
良

い
生
活
リ
ズ
ム
が
出
来
て
、
気
分

も
明
る
く
な
る
ね
」
と
笑
顔
で
話

拾
っ
た
ご
み
を
丁
寧
に
集
め
る
山
口
さ
ん

す
山
口
さ
ん
。
早
朝
か
ら
仕
事
が

始
ま
る
朝
清
掃
で
す
が
、
遅
刻
も

欠
勤
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
山
口
さ
ん
に
、
朝
清
掃

の
仲
間
も
「
隅
々
ま
で
バ
ッ
チ
リ

だ
よ
」と
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

お
花
見
や
忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
、
朝
清
掃
の
仲
間
で
集
ま

っ
て
、お
互
い
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

普
段
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
山
口
さ

ん
も
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
お
酒

を
片
手
に
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。

　

最
後
に
、「
シ
ル
バ
ー
で
働
く
と

心
身
共
に
元
気
に
な
り
ま
す
よ
。

笑
い
合
え
る
仲
間
が
増
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
」と
、ま
だ
見
ぬ
仲
間

へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

～地域で輝く

これが私の 
　今月21日は敬老の日。高齢 者の皆さんの元気な姿は、
まちを明るくしてくれます。 ここ２、３㌻では、地域に
貢献しながら毎日をはつらつ と過ごす２人を紹介します。

　蕨市シルバー人材センターでは、仕事や子育てなど
がひと段落された高齢者の生きがいや健康づくりのた
め、さまざまな仕事を提供しています（右㌻参照）。そ
の人の希望に合った働き方ができ、講習会などのサポ
ートも充実していて、未経験でも安心です。特別な資
格や難しい手続きなどは要りません。

　就業を通して、高齢者の皆さんの経験や技術を地域
に生かしませんか。
対象＝健康で働く意欲のある60
歳以上の人　※会員登録制
問い合わせ＝同センター

（中央１－30－２　緯433・0962）

蕨市シルバー人材センターへご入会ください

蕨　駅
西　口

蕨駅西口交番

駅
前
通
り

●

★ シルバー人材センター

仕事のおかげで気分も明るく

山
やま

口
ぐち

 孝
こう

平
へい

 さん　71歳　塚越

蕨
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●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
に
係
る
助
成

／
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人　

①
市
内
に
１
年
以
上
在
住

②
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、

配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税　

※
そ
の
他
条
件
あ
り
。

▼
入
居
保
証
料
助
成
／
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
と
き
に
、

市
と
協
定
し
た
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、初
回
保
証
料
の
２
分
の
１（
上

限
３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

▼
家
賃
助
成
／
対
象
者
が
住
む
民

間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
額（
月
額
）＝
①
家
賃
が

月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満　

６
０
０
０
円　

②
家
賃
が
月
額
３

万
円
以
上
６
万
円
以
下　

１
万
円

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

今
後
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
が
高

齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え
た
住
宅

を
建
築
す
る
際
の
必
要
な
資
金
融

資
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
、利
子
を
全
額
助
成
。

融
資
限
度
額
＝
１
２
０
万
円

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
助
成
／
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
、
扉
や
便
器
の
取
り
替
え

な
ど
。
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人　

①
65
歳
以
上
の
在
宅

高
齢
者　
②
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
に
該
当
し
な
い　

③
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税　

※
そ
の

他
条
件
あ
り
。
助
成
額
＝
改
修
費

の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
10
万
円

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
温

か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
介
護
保
険
の
要
介
護
４

か
５
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
が
困
難
な

独
り
暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
に
毎

月
１
回（
11
月
〜
３
月
は
月
２
回
）、

寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま
す
。
寝

具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

高齢者福祉事業
ぜひ、ご活用を

　市内には65歳以上のかたが、人
口の約２３％に当たる17,534人いら
っしゃいます（８月１日現在）。そ
こで４、５㌻では、皆さんが元気
に暮らせるように実施されている
各種福祉事業や制度を紹介します。

― 問い合わせ ―
健康長寿課（緯433･7756）

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

満年齢 金額

75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円
99歳以上 50,000円

特集：いきいき高齢者

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
市
内
理
美
容
の

割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
補
聴
器
購
入
費
助
成
／
65
歳

以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
に
な
ら
な
い
中
等
度
難
聴
の

人
に
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助

成　

※
要
事
前
申
請
。
上
限
４
万

円
。
片
耳
１
台
分
で
１
回
限
り
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘は

い

徊か
い

行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
人
に
月
額
５
０
０
０
円
を
支
給
。

対
象
＝
蕨
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
人　

①
65
歳

以
上　

②
施
設
に
入
所
し
て
い
な

い　

③
介
護
保
険
の
要
介
護
４
か

５　

④
介
護
保
険
の
保
険
料
段
階

が
第
３
段
階
以
下
（
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
）
⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障

松
原
会
館
の
書
道
講
座
の
皆
さ
ん
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●
日
常
生
活
用
具
の
給
付
／
火

災
警
報
器
、電
磁
調
理
器
、自
動
消

火
器
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳

以
上
の
人
に
給
付
。
※
所
得
に
よ

り
本
人
負
担
が
生
じ
る
場
合
あ
り
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
／
健
康

に
不
安
の
あ
る
65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
の
固
定
電

話
に
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結
の
専

用
機
器
を
設
置
。
健
康
相
談
や
救

急
車
の
要
請
、
出
動
員
の
派
遣
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
固
定
電
話
が
な
い
人
も
申
請
可
。

　

●
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
無
料
パ
ス

／
対
象
＝
75
歳
以
上
の
市
民　

申

し
込
み
＝
年
齢
が
確
認
で
き
る
本

人
確
認
書
類
と
証
明
写
真
（
縦
３

㌢
×
横
2.4
㌢
）
２
枚
を
持
ち
、
安

全
安
心
課
（
緯
430
・
７
８
３
４
）

　

●
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業

／
１
年
以
内
に
運
転
免
許
を
自
主

返
納
し
た
65
歳
以
上
の
市
民
に
バ

ス
回
数
券
（
７
７
０
０
円
分
）
か

タ
ク
シ
ー
券
（
初
乗
り
14
回
分
）

を
交
付
（
１
回
限
り
）。　

申
し
込

み
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
、
取

り
消
し
を
受
け
た
運
転
免
許
証
か

取
消
通
知
書
を
持
参
し
、
安
全
安

心
課
（
緯
430
・
７
８
３
４
）

　

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な

ど
の
支
援
を
行
う
総
合
相
談
窓
口
。

　

●
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
434
・
６
７
２
１
）／
錦
町
、

北
町
、
中
央
１
・
３
〜
６
丁
目
に

お
住
ま
い
の
人

▼
介
護
者
交
流
サ
ロ
ン
／
８
日

（
火
）　

午
後
１
時
半　

総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー　

介
護
経
験
の
あ

る
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
ち
ょ
こ
っ
と
貯
筋
体
操
教
室　

け
や
き
／
11
日（
金
）　

午
前
10
時

15
分　

北
町
公
民
館　

65
歳
以
上

の
市
民　

無
料　

直
接
会
場
へ

▼
誰
で
も
サ
ロ
ン
／
16
日（
水
）　

午
後
１
時
半　

旭
町
公
民
館　

65

歳
以
上
の
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
体
操
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ

ン　

き
ら
り
／
24
日（
木
）　

午
前

10
時　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー   

65
歳
以
上
の
市
民　

直
接
会
場
へ

　

●
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
290
・
８
５
８
７
）／
中
央
２
・

７
丁
目
、
南
町
に
お
住
ま
い
の
人

▼
つ
ど
い
の
ば
／
21
日（
月
・
祝
）   

午
後
２
時　

い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨   

65
歳
以
上
の
市
民　

申
し
込
み
＝

21
日
正
午
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

▼
ひ
だ
ま
り
工
房
／
25
日（
金
）　

午
後
２
時　

い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨

65
歳
以
上
の
市
民　

先
着
10
人　

無
料　

申
し
込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー

▼
に
ん
ち
症
家
族
サ
ロ
ン
／
10
月

14
日（
水
）　

午
後
１
時
半　

い
き

い
き
タ
ウ
ン
蕨　

ど
な
た
で
も　

無
料　

申
し
込
み
＝
10
月
13
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー

▼
終
活
セ
ミ
ナ
ー
／
10
月
27
日
・

11
月
10
日
・
17
日　

火
曜
日　

全

３
回　

午
後
２
時　

い
き
い
き
タ

ウ
ン
蕨　

65
歳
以
上
の
市
民　

先

着
20
人　

無
料　

※
一
部
実
費
負

担
あ
り　

申
し
込
み
＝
24
日
〜
10

月
16
日
に
同
セ
ン
タ
ー

　

●
第
三
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
緯
498
・
６
１
２
２
）
／
塚
越

に
お
住
ま
い
の
人

▼
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
／
11
日（
金
）

＝
東
公
民
館　

16
日（
水
）＝
同
セ

ン
タ
ー　

午
後
２
時　

65
歳
以
上

の
市
民　

各
12
人　

申
し
込
み
＝

同
セ
ン
タ
ー

▼
介
護
者
サ
ロ
ン
／
15
日（
火
）　

午
後
２
時　

市
民　

12
人　

申
し

込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
／

24
日（
木
）　

午
後
２
時　

65
歳
以

上
の
市
民　

無
料　

申
し
込
み
＝

17
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑

（
緯
432
・
７
２
７
１
）／
60
歳
以
上

の
市
民
が
利
用
可
。

▼
交
流
高
圧
電
位
治
療
器
ス
カ
イ

ウ
ェ
ル
／
月
〜
土
曜
日　

午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
〜
土
曜

日　

午
後
１
時
〜
５
時

　

●
け
や
き
荘（
緯
441
・０
７
０
５
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
け
や
き
健
康
麻
雀
／
第
１
・
３

金
曜
日　

午
後
１
時　

問
い
合
わ

せ
＝
同
施
設

▼
囲
碁
・
将
棋
ク
ラ
ブ
／
正
午
〜

午
後
４
時
半　

初
心
者
歓
迎　

問

い
合
わ
せ
＝
同
施
設

　

●
松
原
会
館（
緯
443
・６
５
４
２
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
高
齢
者
の
筋
ト
レ
体
操
講
座
／

10
月
２
日
〜
23
日　

毎
週
金
曜
日

全
４
回　

午
前
９
時
半　

先
着
17

人　

無
料　

申
し
込
み
＝
10
日
か

ら
同
館

　

●
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス

松
原
」（
緯
432
・
６
７
４
７
）／
60

歳
以
上
の
人
（
夫
婦
可
）　
施
設
見

学
可　

詳
細
＝
同
施
設

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
14
の
ク
ラ

ブ
が
市
内
に
あ
り
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
が
入
会
可
。
詳
細
＝

健
康
長
寿
課（
緯
433
・
７
７
５
６
）

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
19
日

（
土
）　
午
前
の
部（
午
前
９
時
半
～

11
時
20
分
）＝
錦
町
、
南
町
、
中
央

１
・
２
・
６
・
７
丁
目
地
区　
午
後
の

部（
午
後
２
時
半
～
４
時
20
分
）＝

塚
越
、
北
町
、
中
央
３
・
４
・
５

丁
目
地
区　
市
民
会
館　
式
典
、
小

学
生
敬
老
作
文
朗
読
、
歌
謡
シ
ョ

ー
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱
の

発
表
な
ど　

対
象
＝
80
歳
以
上
の

人
（
昭
和
21
年
９
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
※
対
象
者
に
は
今

月
上
旬
に
招
待
状
を
送
付
。
詳
細

＝
健
康
長
寿
課（
緯
433
・７
７
５
６
）

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

ご
利
用
く
だ
さ
い

充
実
し
た
毎
日
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
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新市立病院の基本設計が完成
市民の命と健康を守る拠点

　市立病院では、移転建替えに向け、外部アドバイザーの意見も
取り入れながら、新病院の基本設計を進めてきました。ここでは、
７月に完成した基本設計を基に、新病院の概要を紹介します。

域
の
中
核
病
院
と
し
て
救

急
医
療
を
担
い
、
災
害
時

や
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
拠
点
と
な
る

市
立
病
院
。
建
設
か
ら
55
年
以
上

が
た
ち
、
施
設
の
耐
震
化
・
老
朽

化
対
策
の
た
め
、
現
在
、
西
公
民

館
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
松
原

会
館
等
の
敷
地
へ
の
移
転
建
替
え

に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

有
識
者
や
地
域
住
民
に
よ
る
審

議
会
を
経
て
、
昨
年
３
月
に
新
病

院
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策

定
。
市
議
会
の
ご
意
見
も
い
た
だ

き
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ

る
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
７
月
に

基
本
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
免
震
構
造
を
採
用
す

る
ほ
か
、
浸
水
対
策
や
電
気
、
給

排
水
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
、

災
害
に
強
い
建
物
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト

な
建
物
と
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
コ

ス
ト
建
築
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

１
・
２
階
は
外
来
を
中
心
に
、

明
る
く
快
適
な
院
内
環
境
を
整
備
。

ま
た
、
現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

併
設
さ
れ
て
い
る
成
人
健
診
セ
ン

タ
ー
機
能
を
院
内
に
統
合
し
ま
す
。

３
〜
５
階
に
は
、
産
科
と
女
性
専

用
エ
リ
ア
を
配
置
し
た
レ
デ
ィ
ー

ス
フ
ロ
ア
や
、
病
状
が
安
定
し
た

患
者
の
退
院
支
援
を
行
う
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
を
整
備
。
ま
た
、
病

床
の
半
数
程
度
を
個
室
と
す
る
こ

と
で
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
と
快
適
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
感
染
症
発
生
時
に
は
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

新
病
院
の
開
院
は
令
和
11
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
高

齢
化
が
進
み
、
医
療
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
な
か
、
こ
れ
か
ら
も
市
立
病

院
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

暮
ら
し
の
安
心
を
守
り
ま
す
。

地

　出産から訪問診療まで、
幅広い年代のニーズに応え
る市立病院の存在は、家族
みんなの安心につながって
います。病院施設が新しく
なって、災害にも強くなる
と聞き、頼もしいですね。

新病院で暮らし安心

斎
さい

藤
とう

 秀
ひで

三
さぶ

郎
ろう
 さん

中央６丁目

問
い
合
わ
せ
＝
市
立
病
院
（
緯

432
・
２
２
７
７
）

声
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　人件費の上昇や物価高騰などにより、全国的に病
院経営を取り巻く環境が厳しくなるなか、市立病院
では新病院の整備と併せ、経営改革を推進。２月に
は「経営危機打開プラン」を策定し、入院患者の受
け入れ強化や外来患者の増加に向けた医療サービス
の充実などに取り組んでいます。
　近隣の消防本部との連携強化や、救急受け入れの
強化、医療機関や高齢者施設等からの紹介などによ
って、入院患者数は着実に増加傾向にあります（右
上グラフ参照）。また、外来診療では右記のように
新たに医療サービスを充実させ、いっそう便利にご
利用いただけるようになりました。
　市立病院はこれからも経営改革に力を注ぎ、地域
の中核医療機関として、妊娠・出産から高齢期まで、
全てのライフステージで市民の健康を支えます。

経営改革が進む市立病院

■外来診療の新たな取組

■各月の１日当たり平均入院患者数

　・午後診療の拡充
　 ・内科での新たな診療（物忘れ外来、睡眠時

無呼吸症候群の検査と治療、在宅訪問診療）
　・整形外科で特別診療「膝関節専門外来」
　・小児科のインターネット予約
　・小児予防接種の土日実施　など

※市立病院の一般外来は予約せずに直接ご来院いただいても受診できます。

83

73
77

81

93
87

96

105

４月 ５月 ６月 ７月

令和7年 令和8年 (人)

新市立病院整備計画の概要

■ 基本理念 ・市民の健康の増進を第一とし､地域住民に愛される病院となることを目指します。
・患者及び家族の皆様が満足できるよう、安全で質の高い医療サービスの提供を目
指します。

　１階総合待合に、待ち時
間を快適に過ごせるよう、
カフェスペースを隣接した
「わらびプラザ」を整備。

■ 新病院概要

■ 院内イメージ

建築面積：約2,450平方㍍
延べ床面積：約8,890平方㍍
階数：５階建て
診療科：内科、小児科、外科、
　　　　整形外科、産婦人科、眼科、
　　　　耳鼻咽喉科
病床数：108床（個室51床 多床室57床）
概算工事費：約84億9,300万円

■ 各階構成

来院者ラウンジ
｢わらびプラザ｣

　２階に大会議室「わらび
健康ひろば」を配置。健康
講座なども開催し、市民の
健康増進に活用します。

市民に開かれた
｢わらび健康ひろば｣

　病棟の中央にスタッフス
テーションを配置すること
で、全ての患者の見守りが
しやすい構造とします。

患者に目が行き届く
オープンステーション病棟

▼  5F

▼  4F

▼  3F

▼  2F

▼  1F

屋上

一般病棟 48 床一般病棟 48 床

一般病棟 38 床一般病棟 38 床

放射線放射線 外来外来 救急救急 地域連携室地域連携室検査検査

健診健診 外来外来 健康ひろば健康ひろば 事務所事務所

リハビリリハビリ

手術室手術室 分娩室分娩室 レディース病棟 22 床レディース病棟 22 床

　病床の個室割合を半数程
度まで増やすことで、プラ
イバシーの確保と併せて、
感染症対応を強化します。

快適な療養生活を提供する
個室・多床室
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▼
蕨
市
水
泳
連
盟
水
泳
サ
ー
ク
ル　

月
曜
日　
昼
の
部
＝
午
後
１
時
半　
夜

の
部
＝
午
後
７
時
半　

ル
ネ
サ
ン
ス

蕨
24
〈
根
岸
・
緯
446
・
５
０
２
２
〉

▼
蕨
南
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
土
・

日
曜
日
・
祝
日　
南
小
学
校　
３
歳
〜

小
学
生　

月
５
０
０
〜
２
０
０
０
円

〈
佐
藤
・
糸sato841022@

gm
ail.com

〉

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
０
時
半　
北
町
公
民
館　
無
料
〈
小

林
・
緯
431
・
３
１
８
０
〉

▼
英
書
を
読
む
会（
時
事
英
語
）　

第

２
・
４
土
曜
日　
午
前
10
時　
南
公
民

館　
無
料〈
桐
谷
・
緯
443
・
０
２
３
２
〉

▼
健
康
麻
雀
カ
レ
ッ
ジ　

中
央
公
民

館
＝
月
曜
日　

松
原
会
館
＝
火
曜
日

東
公
民
館
＝
水
曜
日　

北
町
公
民
館

＝
金
曜
日　

南
公
民
館
＝
土
曜
日　

午
後
１
時　

月
１
０
０
円　

１
回
１

０
０
０
円
〈
中
谷
・
緯
070
・
６
４
７

３
・
５
３
３
５
〉

▼
わ
ら
び
錦
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

午
後
２
時　

西
小
学
校

未
就
学
児
〜
小
学
生　

月
１
５
０
０

〜
２
０
０
０
円（
未
就
学
児
は
無
料
）

〈
鈴
木
・
糸w

arabinishikisoccer 
2026@

gm
ail.com

〉

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

情報ダイヤル
掲載は無料で抽選です（前月
未掲載の団体優先）。申し込み
＝毎月１日～５日の平日に秘
書広報課（緯433・7703）へ
※いただいた
情報は、市ホ
ームページに
も掲載します。

代
を
担
う
青
少
年
が
国
や

地
域
を
越
え
て
一
堂
に
会

し
、
キ
ャ
ン
プ
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
を
通
じ
て
友
情
の
輪
を
広
げ

る
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
が
、
７

月
31
日
か
ら
先
月
８
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
７
年
ぶ
り

に
蕨
市
で
開
催
さ
れ
、
姉
妹
都
市

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

エ
ル
ド
ラ
ド
郡
か
ら
13
人
、
蕨
市

か
ら
12
人
が
参
加
。
山
梨
県
笛ふ

え

吹ふ
き

市
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
中
心
に
、
市

内
散
策
や
都
内
見
学
、
バ
ス
ハ
イ

ク
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
交
流
し
、

言
葉
や
文
化
を
越
え
た
心
の
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た（
詳
細
左
㌻
）。

　

こ
の
夏
に
育
ま
れ
た
友
情
と
か

け
が
え
の
な
い
体
験
は
、
両
国
の

青
少
年
が
未
来
へ
踏
み
出
す
た
い

せ
つ
な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

国際青少年キャンプ in わらび
世界の仲間と未来へ

　この夏、20回目となる国際青少年キャンプが開催され、姉妹都市
エルドラド郡と蕨市、笛吹市の青少年が一堂に会し、友情を育みま
した。ここでは、青少年たちのひと夏の思い出をご紹介します。

▶エルドラド郡
　カリフォルニア州の中央に位
置する自然豊かな地域です。昭
和50年に蕨市と姉妹都市を締結
し、昨年50周年を迎えました。
▶笛吹市
　モモやブドウの生産で知られ
る山梨県中央部の市です。令和
５年、災害時相互応援と地域間
交流に関する協定を蕨市と締結。

次
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▼
蕨
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ　

金
曜

日　

午
後
１
時　

西
公
民
館　

月
５

０
０
円
〈
金
子
・
緯
090
・
５
４
３
５
・

５
０
５
４
〉

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
〜
小
学
生

月
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）〈
小
泉
・
緯

090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
〉

▼
成
人
向
け
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル　

10

月
１
日
〜
12
月
17
日　
全
12
回　
午
後

７
時
15
分　

富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

先
着
20
人　

１
万
２
０
０
０
円
〈
田

代
・
緯
070
・
６
４
６
０
・
０
１
９
３
〉

▼
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室　

10
月

３
日
〜
31
日　

土
曜
日　

全
５
回　

午
前
９
時　

富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト   

小
学
生
以
上　
先
着
40
人　
１
０
０
０

円　

申
し
込
み
＝
25
日
ま
で
に
軟
式

庭
球
連
盟〈
秋
山
・
緯
443
・
６
６
７
５
〉

▼
女
声
合
唱
団M

ion

創
立
30
周
年

演
奏
会　

23
日（
水
・
祝
）　

午
後
２

時　

市
民
会
館　

６
０
０
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）〈
高
野
・
緯
090
・
９
８

３
８
・
８
８
８
０
〉

▼
健
活
フ
ェ
ス
タ　
25
日（
金
）　
午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

マ
ル
エ
ツ
蕨
北

町
店　

直
接
会
場
へ〈
い
ー
と
ぴ
あ
・

infoeatpia@
m

aruetsu.co.jp

〉

▼
蕨
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
体
験
会　

19
日（
土
）　

午
前
９
時　

東
小
学
校   

小
学
生　

無
料
〈
小
林
・
糸y.kob 

arugby@
gm

ail.com

〉

▼
蕨
断
酒
会　

11
日（
金
）＝
南
公
民

館　

17
日（
木
）＝
中
央
公
民
館　

午

後
７
時〈
大
住
・
緯
090
・
２
７
４
９
・
９

６
４
０
〉

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

　８月１日（土）
市内散策

　８月７日（金）
さよならパーティ(西公民館）

　８月４日～６日
キャンププログラム（笛吹市）

　７月31日に到着したエルドラド訪
問団は、翌８月１日に蕨の青少年と
市内散策に出かけました。市役所や
歴史民俗資料館で蕨の歴史や文化を
学んだ後は、北町公民館でカレー作
りや日本のお祭り文化を体験。法被
などの伝統衣装を身にまといました。
最後はスポーツ交流も楽しみ、笑顔
と歓声が広がると、青少年たちの心
の距離もぐっと縮まりました。

　エルドラド訪問団の帰国を前に、
８月７日、西公民館でさよならパー
ティが開かれました。青少年のほか、
ホストファミリーの皆さんも参加し、
会場にはたくさんの笑顔があふれま
した。パフォーマンスや記念品の交
換など、最後の夜を楽しむ青少年た
ち。別れを惜しみながら、キャンプ
で育んだ友情ときずなを胸に、それ
ぞれの未来へ歩みだしました。

　８月４日から、２泊３日で笛吹市
を訪問。笛吹高校の生徒によるすい
れき太鼓や茶道体験、蕨の青少年に
よる、書道や折り紙などを使った日
本文化リレーを通じて、交流を深め
ました。そのほか、富士山の散策や、
石
いさ

和
わ

鵜飼の見学、ブドウ狩りなど、
笛吹市ならではの体験も満喫。とも
に過ごした３日間で青少年たちのき
ずなは更に強くなりました。

9　広報WARABI
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ま
ち
の
話
題

　改修を行っていた市民会館コンクレレホ
ールが先月リニューアルオープンしました。
先月２日にチェンバーオーケストラ蕨の皆
さんやピアニストの岡

おか

田
だ

美
み

和
わ

さんによるこ
けら落とし記念公演を開催。装いを新たに
した会場に美しい音色が響き渡り、客席か
らは割れんばかりの拍手が送られました。

盛大に祝うリニューアル

平和への思い語る講演会

家庭で取り組むエコ菜園
　自宅のプランターで野菜などを育てて緑
を増やし、CO2削減に取り組んでいただこ
うと、先月３日、南公民館でプランターフ
ァーム講習会が開かれました。参加した23
人は、蕨市農業委員の貫

ぬく

井
い

辰
たつ

之
の

介
すけ

さんの指
導の下、コマツナの種まきに挑戦。土いじ
りを楽しみ､野菜栽培のこつを学びました｡

こ
こ
で
は
８
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　先月６日、広島で被爆した体験を基に平
和活動を続ける服

はっ

部
とり

道
みち

子
こ

さんによる講演会
「戦争を語る」が、福祉・児童センターで
開かれました。16歳のときの被爆体験、被
爆者としての戦後の苦しみなどが語られ、
集まった54人は、平和の尊さについてあら
ためて考えるきっかけとしていました。

市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします
「ハローわらび」９月の番組表

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。

28（金）～9/3（木）
00 タウンタウン

サンキャッチャー制作

プランターファーム講習会
05

10 平和特集

平和の紙芝居・ミニコン
サート＆すいとん試食会

戦争を語る
15

20 採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報

CATV

4（金）～10（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
スライムで遊ぼう

蕨のお店をご紹介

ちょっと寄っ店
蕨ふれあいステーション
　　　　　　「たまて箱」　

広げよう国際交流の輪
国際青少年キャンプ

in わらび
知って得する暮らしの情報

11（金）～17（木）
タウンタウン
真夏の防災まつり

特集・ウィークリープラス

中学生
　　スピーチコンテスト

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

知って得する暮らしの情報

18（金）～24（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン

ファミサポ夏まつり

あかりを灯そう！
ぴかぴかちょうちんつくり

音楽が響き渡るまち

第12回蕨市民音楽祭

知って得する暮らしの情報

25（金）～10/1（木）
タウンタウン

ボルダリング教室

第19回南まつり

蕨市政なう！

いきいき元気な
　　高齢者のまちづくり

採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

知って得する暮らしの情報
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「
外
遊
び
が
大
好
き
で
、
好

奇
心
旺
盛
な
旭
冴
。
お
散
歩
に

出
る
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

歩
き
回
り
、
気
に
な
る
も
の
を

見
つ
け
る
と
指
を
さ
し
て
教
え

て
く
れ
ま
す
。
最
近
は
４
つ
上

の
兄
の
律り

つ

人と

が
ゲ
ー
ム
を
始
め

る
と
、
隣
に
座
っ
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
を
握
り
、
見
よ
う
見
ま

ね
で
動
か
そ
う
と
す
る
姿
が
ほ

ほ
え
ま
し
い
で
す
。
将
来
は
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
、

の
び
の
び
と
生
き
て
ほ
し
い
で

す
ね
。」と
母
親
の
友
里
さ
ん
。

189

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は３日です。
10月は１日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

熊本地震など相次ぐ自然災害
被災地支援と防災対策に全力

　

熊
本
地
震
で
は
、
39
名
も
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
地
震
の
翌
日
か
ら
義

援
金
募
金
に
取
り
組
み
、
蕨
駅
東

西
口
で
の
街
頭
募
金
で
は
、
合
わ

せ
て
１
５
８
万
３
３
４
５
円
も
の

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
断
水
や
猛
暑
の

中
で
の
厳
し
い
避
難
生
活
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
更
に
、
先
月
の
千

葉
豪
雨
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生

し
、
23
日
深
夜
に
は
蕨
市
で
も
震

度
５
弱
を
観
測
す
る
地
震
が
発
生

す
る
な
ど
、
短
期
間
に
直
下
型
地

震
と
都
市
型
水
害
の
脅
威
を
改
め

て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
、
こ
の
間
、
防
災
対

策
に
力
を
入
れ
、
水
道
の
耐
震
化

率
は
基
幹
管
路
で
全
国
平
均
の

44
・６
％
に
対
し
99
・４
％
に
達
し
、

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
も
、
全

国
平
均
が
約
32
％
の
な
か
、
既
に

全
校
で
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
、
引
き
続
き
被
災
地

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災

害
に
強
い
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！　
詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）

　先月22日、子育ての助け合いを行う「わら
びファミリー・サポート・センター」の会員
同士の交流を目的とした「ファミサポなつ
まつり」が総合社会福祉センターで開かれ
ました。会場では、スーパーボールすくいや
ビンゴゲームなどが行われ、訪れた18組の
親子は触れ合いのひとときを過ごしました。

親子で触れ合う夏まつり

地
域
の
力
で

　
　
災
害
に
備
え
る

　先月22日、塚越１丁目町会自主防災会に
よる「真夏の防災まつり」が末広公園で行
われました。消防署や蕨防災士会の協力の
下、参加者は水消火器やスタンドパイプに
よる消火訓練などを実施。いざというとき
に備え、地域ぐるみで防災力を高めました。

旭
あさ

冴
ひ

ちゃん（１歳５か月）

栗
くり

原
はら

 一
かず

大
ひろ

さん

　　 友
ゆ

里
り

さんの 二男
錦町１丁目



 今月の河鍋暁斎記念美術館 今月の河鍋暁斎記念美術館本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

当
時
人
気
を
誇
っ
た
で
あ
ろ
う
実
在

の
人
物
の
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
は
、
二
本
足
で

走
る
鹿
に
蝶ち

ょ
う

の
帯
、
踊
る
鮹た

こ

に
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
の
帯
、
鴉か

ら
す

に
河か

っ
ぱ童
の
帯

と
い
ず
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
単
な
る

美
人
画
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
の
が
、

い
か
に
も
暁
斎
ら
し
い
作
品
で
す
。

広
報
蕨　

九
一
六
号　

令
和
八
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎
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び
や
か
で
澄
ん
だ
歌
声
で

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
の
は

声
楽
家
の
西
森
由
美
さ
ん
（
塚
越

３
丁
目
）で
す
。蕨
市
音
楽
家
協
会

の
一
員
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
す
る
ほ
か
、
学
校
で
の
合
唱
指

導
な
ど
、
蕨
に
音
楽
の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と
長
年
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
の
音
楽
の
先
生
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
歌
の
道

を
志
し
た
西
森
さ
ん
。
研
さ
ん
を

重
ね
、
東
京
藝
術
大
学
に
入
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
期
会
オ
ペ

ラ
ス
タ
ジ
オ
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
文
化
庁
オ
ペ
ラ
研
修
所
を
修

了
。こ
れ
ま
で「
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ

ザ
ン
ド
」
な
ど
数
多
く
の
オ
ペ
ラ

に
出
演
し
、
宗
教
曲
の
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
も
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
前
に
東
公
民
館
で
の
ク
ラ

ひと
蕨市音楽家協会　声楽家

歌声に思いを乗せて

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
た

こ
と
を
機
に
市
内
で
も
活
動
を
始

め
、
以
来
、
公
民
館
の
ほ
か
、
病

院
や
福
祉
施
設
等
で
も
歌
い
、
誰

も
が
参
加
し
や
す
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
言
葉
を
交

わ
さ
ず
と
も
、
心
を
通
わ
せ
ら
れ

る
―
。
そ
こ
に
音
楽
の
魅
力
を
感

じ
て
い
る
西
森
さ
ん
。
ホ
ー
ル
で

の
本
格
的
な
公
演
と
は
違
い
、
演

奏
中
に
小
さ
な
子
ど
も
が
声
を
上

げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

声
も
ま
た
、
歌
声
が
心
に
響
い
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
喜
び

を
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
西
森
さ
ん

に
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
か
ら
、
普
段
は
行
け

な
い
演
奏
会
に
身
近
で
参
加
で
き

て
う
れ
し
い
と
感
謝
の
手
紙
が
届

い
た
こ
と
も
。
長
年
活
動
を
続
け

る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ

う
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
。
よ

り
多
く
の
人
に
音
楽
に
触
れ
て
も

ら
う
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
の
心
に
寄
り
添
い
、
日
本

の
四
季
や
美
し
い
情
緒
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
す
西
森
さ
ん
。

今
月
27
日
に
は
、
地
域
活
動
の
原

点
で
も
あ
る
塚
越
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
が
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
、
人
の
心

に
寄
り
添
う
そ
の
歌
声
は
こ
れ
か

ら
も
蕨
の
ま
ち
に
響
き
続
け
ま
す
。

輝

いて
ます

透明感のある歌声に感情を乗せる西森さん。

伸

Kawanabe
yosa

i

　

暁
斎
が
「
狂
斎
」
と
号
し
て
い
た

幕
末
に
出
版
さ
れ
た
錦に

し
き

絵え

（
多た

色し
ょ
く

摺ず
り

木
版
画
）
で
す
。

　

漁い
さ
り
び火
を
灯と

も

す
舟
が
遠
く
に
数
多
く

見
え
る
、
築つ

き

地じ

波な
み

除よ
け

稲い
な
り荷
を
望
む
料

亭
「
平
川
」
の
宴
席
を
彩
る
、
吉よ

し

原わ
ら

仲な
か

の
町ち

ょ
う

の
芸
者
た
ち
。
右
か
ら
「
お

あ
き
」、「
お
こ
ま
」、「
お
か
ね
」
と
、

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。
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天才絵師の作品

蕨にあり

西
に し

森
も り

 由
ゆ

美
み

 さん

開　館＝午前10時～午後４時
ところ＝南町４-36-４
休　館＝火・木曜日（祝日除く）､
　　　　毎月26日～末日
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 学生は学生証、65歳以上は年齢の分かる
　　　　　物をご提示ください。
詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）

詳しい内容
は館ホーム
ページを御
覧ください

暁斎筆「江戸名所　築地浪除乃夜景」
元治元年（1864）　大金板　大判錦絵三枚続

河鍋暁斎記念美術館　開催中
企画展「暁斎・暁翠　人物を描く」展
同時開催　特別展「暁斎が絵本・挿絵に描いた動物画展」


